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へこチヤワンタケの一種

櫻

菌
類画ってなんでしょう？それは菌類の“花”ともいえる“きのこ”の「肖像頭目。

小林はそんな新しい給の分野を切り開いた画家です。自然の中で生きる野生きのこ

を描いた美しい作品は約900点。菅の一部はすでに植物や菌類図譜の世界的コレクション

を誇る英国キュー王立植物園に収蔵され、最終的には全作品が寄贈される予定です。

本展では選び抜かれた菌類画の数々と、きのこの絵本などの原画約150点を展示。

楽しいきのこグッズも見られます。第一人者による魅惑のきのこの世界へ、ぜひどうぞ！

～“きのこ”に代わって作者より～

今から32年前、『キノコの不思議』とい

う面妖な本の挿絵を描いたばかりにき

のこの世界に迷い込んだ。それまでの

幻想的な作品からきのこの絵に。する

と、きのこ仲間さえ「きのこの絵なんか

売れないし、“仙人”みたいにカスミしか

食えなくなるよ」と言った。まさに菅の通

りだったので、絵のサインには名前では

なく、‘‘仙”の芋を書くことにした。

そして始まった、山野にきのこを探す至

福の日々。台風の八ヶ岳、大雪山のヒク

マの巣、海辺の砂山から街の公園の片

隅まで、菌類のいないところはなく　【

菌類が子孫を残すために地上に出す
“さのご’もまた、思い思いの装いを凝ら

して気まぐれにそこに仔んでいる。そん

な神出鬼没な野生きのこ（薗猥）の肖像

画なので『菌類画』と名付けてみた。こ

の小さい菌類画の窓を覗いて、色も形

もさまざまなきのこ達との出会いをお

楽しみいただければ幸いです。
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キシメジ

美術館「えさ」
KYOTO

お問合せ　ジ工イアール京那伊勢丹

TELO75（352）1111（大代盃）

http／／kyotowlr－lSetanCOJP／musQuTTl／
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菌　類＝画　の　世　界

小林路子　プロフィール

東京生まれ、東京都在住。1975年～86年、自由美術

協会会員。1986年にrキノコの不思議』（光文社）の挿

絵できのこの世界に魅せられる。2000年から英「云］

キュー王立穂物回に菌類画の寄贈を開始。（現在103

点）。主な展示は、2008年～2009年国立科学博物館

「菌類の不思議展」特別展示、2011年フイリア美術館

「第七回菌類画展」、2015年武蔵野市立吉祥寺美術

館「菌類画展」など。主な著作は、絵本『森のきのこ』（岩

崎曽店）、画鋲『きのこ』（山と渓谷社）、エッセイ『きのこ

の迷割（光文社）J森のきのこ採り』（白日祉）、絵本図

鑑rきのこの絵本』（ハッピーオウル社）、絵本rきのこっ

てなんだろうフ』（福音館質店）など。

小林路子　ギャラリー・トーク

日時＝2018年3月8日（木）
午後2時から（約30分）

会場＝美術館「えさ」KYOTO
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小林路子脚こ会と慧い軸も
「

MICHEKO KOBAYASHl

類画　の　世界

MuseumrEK・」KYOTO美術館「えさ」KYOTO豊賢諾誌勢丹7階隣接
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